
 

 
  

「思い通り」という道があったとすると、校⾧
先生は５６年間の中で、１度も通ったことがない
道かもしれません。この「思い通り」という道を
歩ける人は、限られた人だけかもしれません。石
川先生が毎日の学年通信の中で、「通らなくてはい
けない道」という言葉を紹介してしました。良い
クラスにしていくために、自分を磨いていくため

には「通らなくてはいけない道」ということを・・・。また、小坂先生の学級通信には、「大変」と書いて「大き
く変わる」ということを紹介する内容が紹介されていました。その石川先生と小坂先生の通信からかの言葉を引
用して、みなさんに伝えたい想いを紹介します。思い通りってどんな道？！通ったことある？！ 
  
 新年度が始まる今、みなさんには１年後の今をイメージして、どんな自分になりたいかを考えてほしい。 
高校受験に向けて自分の目指す進路実現に向けて頑張るなど・・・。学校の勉強をもっとわかるようにできるよ

うに頑張りたいなど・・・。できた、できるようになった自分であるために、今までの自分よりもっと大き
くかわりたいと思いを大切にしてほしいから、「今までよりも大変な思いをしてください」。そして、1 年後
の自分を目指すためにも

そして、1 年間の関わることを通して大切にしてきた「仲間」とともに助け合い、支え合いながら。一生
懸命に大変な思いをしながら頑張った先には、必ずできるようになった自分や、成⾧をした自分が待ってい
ると思います。だからこそ、この１年をみんなで頑張り、みんなで新しい自分づくり、仲間づくりを大切に取り

くんでいきましょう！新学期の今日もみんな元気で登校してくれてありがとう。 

大変って    大きく変わるってこと。大きく変わるって大変な思いをすること 
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誇れる上級生、見習う下級生、誇れる川越中学校へ   
           想いを「つなぐ」。 

先輩たちから受け継いできたもの・・・  

『 川越中学校は、先輩の姿から学べる学校です 』 



川越中学校では一昨年・昨年度と人権学習に時間をかけて取り組んできました。そして、学級通信、学年通信
を通じて、子どもたちが「関わること」を通して感じること、気づきなど日々の生活の中で感じる思いを言葉に
して、通信を通じてつなげてきました。そして、クラスづくりを大切にしてきました。そして、「自分を語る」。
「その想いを受け止めることができる仲間」。学年ごとで取り組んできた「クラストーキング」。         
「関わりを大切にしてきた取り組み」そのような仲間づくりを大切にしてきました。川越中学校には人権尊重の
風土が根付き始めています。自分も含めて、「周りの人のことを想って行動すること」。そこには、周りへの気配
り、思いやり、優しさなど一人一人を大切にするという想いが込められています。大切なみなさんの一人一人の
人権を守ることにもつながります。川越中学校の先生方は、「通信」を大切にしています。
この通信では、担任や学年主任の先生方が「自分を語る」ことから始めています。そし
て、みなさんが「通信やデイリーノート」に自分の想いや考えをわかりやすい言葉（文字
に）にして語ってくれています。先生と生徒が一緒になってその想いを共有しながら、
日々共に考え、よりよい学級、学年、学校づくりをすすめています。 

 始業式と同じく、８日（月）の午後１３時３０分。川越中学校体育館において「令和６年度 入学式」が行われ
ました。１４０名の新入生が仲間入りをしてくれました。入場する場面から、新担任の先生に続き、堂々と前を
しっかりと向いて入場してくる姿と、校⾧の式辞をしっかりと顔を上げて聴いてくれる表情からは、これからの
中学校生活にしっかりと取り組もうとする意欲や思いが感じ取れました。 
 新入生代表（新入生誓いの言葉）、１年４組の「寺本 明紗（てらもと めいさ）さん」。 



入学式の言葉でつなぐ（生徒会⾧ ３年４組 研屋 杏虹（けんや あこ）さん） 
 入学式の歓迎の言葉として、在校生（先輩）を代表して、３年４組の「研屋 杏虹さん」があいさつをしてくれ
ました。内容はすべて杏虹さんが自分で考え、この２年間を振り返りながら、川越中学校が大切にしていること
をわかりやすい言葉を選びながら、堂々と新入生のみなさんに向けて歓迎の言葉として伝えてくれました。 

新入生代表あいさつ １年２組の「市川 葵唯（いちかわ あおい）さん」。 



対面式の言葉でつなぐ（生徒会副会⾧３年４組 小川波琉樹（おがわはるき）さん 
  


